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私的と公的のあいだ

国立民族学博物館助教授

森 明 子

ロ コイ ンラン ドリーの ある風景

　 コインラン ドリーのお世話 になったこ

とのある方は、少な くないだろ う。下宿

生活や旅先で重宝する。 コインラン ドリ

ーは
、本来なら自宅にある洗濯機 を、自

宅の外で調達するための装置である。学

生や独身者が住む町によく見 られるのは

そのためである。 したがって、銭湯、弁

当屋、クリーニ ング店、コンビニエンス

ス トア、貸 しビデオ屋 などと相性がいい。

　 銭湯や弁当屋 は、入浴や食事 という本

来自家で行 われる日常的な人間の活動 に

かかわっていて、コインランドリー と同

様、家内的なサー ビスを請け負 うサービ

ス業である。こうしたサービス業が並ぶ

通 りは、「横 町」 とか 「路地」 と呼ばれ、

銀行やオフィスのショーウィン ドウが並

ぶ 「大通 り」 とは異なる趣 を見せる。

　大通 りは、画然と秩序づけられた空間

で ある。車道 と歩道 は明確 に区別 され、

信号か歩道橋 を使わなければ道路の向 こ

う側 に行けない。道行 く男女は身だ しな

みを整え、足元は革靴かハ イヒールで固

めている人が多い。それは 「よそゆき」

の空問である。

　一方、路地をゆく人は、 日常的な服装

でスニーカーやつっかけの人が多い。歩

行者 と自転車が一見無秩序に通行 し、 と

きに自動車 も混 じる、 とい った具合だ。

この日常的な生活感覚のただよう空間を、

どうとらえればよいだろ う。

　 大通 りも路地 も家の外 にある 「公道」

であるが、空間 としてのそれぞれの性格

はまった く異なっている。前者は、見知

らぬ人を前提 とした、匿名的な空間であ

るのに対 して、後者 は、より家庭生活 に

近 く、隣近所の見知 った顔やな じみの店

からなる空間である。ただ し、二つの空

間は同 じ都市の中に共存 し、しか も、ひ

じょうに近接 したところに位置すること

が めず ら しくない。 ここで は、前者 を

「公的空間」、後者 を 「共的空間」 と呼ぶ

ことにしよう。

口共 的 空 間

　共的空間は、家庭内の私的な空間では

ないが、か といって、公的な空間で もな

い。その中間の性格をもつ、共同性が息

づ く空間である。

　思い起 こしてみれば、近代世界は共同

体 を否定 し、共同性か らの脱皮をはかっ

て成立 した世 界であった。近代化 とは、

(中世的な)共 同体社会か ら(近 代的な)

市 民社会への移行を意味する。先 にあげ

た例で見れば、匿名的な大通 りは近代的

な都市のイメージと合致 し、アパー トや

小店舗か らなる 「路地」は、前近代的な
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イメージに近い。

　 しか し、人間の社会 は断固 として共同

性 を必要 とする。なぜ ならば、人間は本

来他者依存的であるためだ。そこで 「近

代」 とい う理念が、共同性 をお さめ る
サイト

場所 としての共同体を否定 したとしても、

人間社会は、それにかわる共同性のお さ

めどころを、別の所 に求める。

　路地の復権は、現代世界において求め

られている共同性が、都市空間に顔 をの
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ばくしん

ぞかせ た例といえる。近代化が驀進 して

いた日本の1960年 代 、路地は次 々に姿を

消 していった。だが、80年 代 ころからは、

逆 に路地 を再評価する傾向が明らかにな

っている。

　現代世界にあらわれた共的空間は、都

市のエアポケットのような路地 に見られ

る。それは、明確な境界線 をもたない領

域 として、不定形に、臨機的に姿を見せ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 サイト

る。たとえ安定的な場所ではないに して

も、共的空間は存在 している し、さらに

重要なのは、この ような共的空間を措定

してみると、公的か私的か に区分するこ

とに慣 らされている私たちの生活空間や

活動は、ず っとゆったりした もの として

立 ち現れて くるということである。

　 たとえば、「路地のそ うじ」 を考えて

みよう。なぜ路地をそうじするのか?路

地 を公的空間 と捉えるなら、その清潔の

維持は 「公衆道徳」 に帰するほかはない。

しか し、路地 をそ うじする心を子供たち

に教えようとするとき、公衆道徳 とい う

こ とばでは、 どうして もち ぐは ぐする。

路地をそ うじし、そこに花の鉢 を置いた

り、縁台を置いた りしようとす る心 には、

「ゴミはゴ ミ箱 に」 とい うような匿名的

で どこで も通用 する道徳 とは異な った、

特定の親 しみが込められているか らであ

る。路地 と大通 りを同じ言葉で語 ること

には、無理があるのだ。

　 この 「共的」 という考 え方か ら、洗濯

とい う活動 をとらえなお してみたい。

口洗濯 とい う家 事

　洗濯 という家事は、 どういう空間に帰

属するものだろうか。地方にい くと、か

つてここで洗濯 をしていたという川の一

角を見ることがある。洗濯は、女性が井

戸端や川のふちにしゃがんで行 うのがふ

つ うであった。それは、各家庭に帰属す

る仕事ではあったが、屋外で、 しばしば

近所の女たちが情報交換 をしながら共に

す る仕事であった。 このような洗濯場 を、

共的空間 と呼ぶ ことができる。それは公

的といいがたいが、か といって私的で も

ない、そのあいだに位置する空間である。

　 ヨーロッパの洗濯 においても同様だっ

た。温湯を使 う洗いの行程は、地下階な
　 　 　 　 　 かまど

どにつ くった竈 ばたで行 ったが、すすぎ

は屋外の共同洗濯場か、川辺で行 われた。

村の どの家の女性 も、そこに洗濯物を運

んで、 さまざまな情報交換 も行 われた。

その中には共同体の意思確認や、違反者

に対する制裁 も含 まれていた。 この よう

な空間は共同体そのものである。共同洗

濯場は、20世 紀半ばを過 ぎてもその機能

を失わなかったが、水道がひかれ、洗濯

機が各戸に導入 されるようになる と、姿

を消 していった。

　 同 じこ とが都市 において も見 られた。

都市には洗濯機が早 くから導入 されたが、

それは集合住宅の地階に設置 され、住人

が共同で利用す るものだった。洗濯機 は
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図1　 庭のりんごの木に渡したロープに

　　　かけた洗濯物(オ ース トリア農村)

当初 きわめて重かったので、階上 にあげ

ることは不可能だったからである。

　都市 における共同の洗濯場 という共的

空間は、農村 と同様 に、あるいはそれ以

上長い間存在 していた といえる。やがて

洗濯機が軽量化 し、各戸 に普及す ること

になって初めて、洗濯は隣人の 目か ら隠

れて家内で行われる家事 になった。

　平行 して、クリーニ ング業 という専門

職が、都市で普及 していったことも留意

すべ きである。もともと共的空間で行 わ

れていた洗濯 とい う家事 は、一部 を外部

化 し、その残 りを家内の私的空間に回収

した。外部化 した一部は、公的領域にお

ける位置づけを確立 してい く。クリーニ

ング業は、共同性 を排除 して匿名的な人

間関係を前提 として成立 した、近代の産

業である。

口洗 濯を干 す空間

　洗濯物 を干すという行為は、広いオー

プン空間を占有するゆえに、洗 う行為よ

りいっそう共的な性格 を帯びやすい。そ

れを端的に示すのが、 ヨーロッパの伝統

における大洗濯である。

　 20世 紀初めのころまで、 ドイツや フラ

ンスでは、シーツ などの リネン類は、年
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に数回だけ行 う大洗濯の機会 にまとめて

洗 った。その洗濯量 はたいへ んなもので、

干す ときは草地にじかに広げたり、柵 に

かけた りしたから、大洗濯のときは、白

い リネンが見渡すほど広がるという景観

があ らわれた。その景観 は、村の人々に

一 目瞭然 となったが
、実 は家の主 にとっ

ては大 きな意 味があった。 リネ ン類 は、

嫁入 り道具で もある重要 な財産で、世代

を超えて受け継がれたから、多 くの リネ

ンを持つ ことは、それだけ多 くの財があ

ることを意味 した。草地の上 にひろがる

白い洗濯物 は、その家が豊 かな ことを、

共同体の人々に示威 したのである。

　都市では、洗濯物を屋外に広げること

はなかったが、集合住宅の屋根裏 にあた

る最上階が、洗濯物の干 し場 だった。住

人たちは、当然相互にその洗濯物 を目に

した。屋根裏階のこの空間は、物干 しを

共有する集合住宅の住人の共的空間だっ

た といえる。

　 しか し、現代のヨーロッパの都市 にお

いて、洗濯物が隣人の目にふれることは

ない。洗濯物 を干す場合、各家庭の内部

で干すためである。折 りたたみ式の、大

ぶ りの タオルかけの ような器具が普及 し

ていて、それを必要なときに居間などに

広げる。湿った洗濯物が乾 くまでに、2

～3日 かかる。

　 集合住宅で洗濯物を干す場合、 日本で

はベ ランダに干すのがふつ うであ るが、

ベ ランダに洗濯物 をかけることは、景観

を損 なうという理由によって、ヨーロッ

パでは禁 じられている。 どうしても干す

場合は、外か ら見えないように、手す り

よ り下の低い高 さで干す。



　 ヨーロ ッパでは、洗濯物 を干す という

行程 において、かつては共的空間を構成

していた ものが、現代 では徹底的に人の

目から隠す、家内化、私秘化が進行 して

いるのである。

　これに対 して、 日本では、アパー トや

マ ンションのベ ランダに洗濯物を干すこ

とは、現在 もなお多 く見 られる。 とはい

えマンシ ョンの中には、ベランダの手す

りよりも低い位置に、物干 しを設定 して

いるものが近年見 られるようになってき

た し、 また乾燥機 も、この数年のあいだ

にかなり普及 して きた。 日本で も、洗濯

物を私的空間に回収 しようとする意識が、

ひろまりつつあることは事実だろう。

□共的空 間 と公私 の再編

　われわれの生活世界において、公的空

間 と私的空間を、よ り厳密 に区別 しよう

とする傾向はたしかにある。それは、一

見秩序正 しい世界をつ くる ものにみえる。

ただ し、そ こで公私のあいだにあるあい

まいな空間を、む りや りどちらかに回収

して しまっていることに注意 しよう。

　洗濯や洗濯干 しは、 もともと公私のあ

いだの共的空間に位置す る家事であった

が、現代世界で は私的空 間に回収 され、

私秘化 されつつある。

　一方、日本にコインラン ドリーが町角

にあらわれた経緯 は、いったん家庭内に

位置付けられた洗濯機が、家の外 にあふ

れ出てきたものである。洗濯 と平行 して、

ほかにも家内か ら外部化 された活動がい

くつかあ り、それ らとともに、都市の中

にあらたな共的空間が創造 されつつある。

このような状況は、家事サービスを自己

充足で きない独身世帯が増加 し、その存

在を、社会が無視で きなくなって きたこ

との一つのあらわれ として解釈すること

もできるだろう。

　現代は、近代の個人 主義の枠組みとと

もに確立 された、公私の境界線の意味が

あ らためて問い直 され、編成 しなおされ

ている時代である。それは家庭 という領

域の再編成でもある。たとえば、料理の

宅配、掃除や老人介護の代行などに、家

内的サービスの一部が外部化 されている

現象 を見出す ことができる。その一方で

は、私的領域 は外部者の視線から閉ざさ

れて私秘化される傾向があ り、家庭内で

虐待が起 こって も、外部からはまった く

感知 されないという状況 も生 じている。

　私秘化の もた らす病的な事態 を考 え合

わせるならば、共的領域を確保すること

は、意味あることに見えて くるのだ。た

とえば、「物干 し場」 とい う空間 を思 い

出 してみればよい。テレビドラマや小説

で、物干 し場 はしば しば重要なシチュエ

ーシ ョンを提供す る
。そ こは、喧嘩 した

二人が仲直 りし、反抗的な子供が素直に

なる、要するに人が人との関係 をとりも

どす場である。そ してそれは、家内か ら

路地空間への境界 にある共的空間なのだ。

図2　 居間のカーペットの上に広げた

　　 室内用洗濯干 し(ベ ルリン集合住宅)
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